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5 SEA

本章では、SEAの導入が進んでいる援助機関として世銀および ADBを取り上げ、両行におけ

る SEAの取り組み事例を紹介する。なお、調査対象の事例に関する報告書は各機関のホームペー

ジから入手した。

5 1 ADB SEA

入手した報告書は、ADB のホームページ上に掲載されている「Summar y Environmental

Reports」のなかから、SEAに特徴的な要素である代替案の検討および住民参加などが充実してい

ると見られる事例 10件を抽出した。

5 1 ADB
＊

Acid rain
control and
environmental
improvement
project

Harbin water
supply project

Torrent
combined cycle
power project

Hebei province
wastewater
management
project

Ecotourism
project

中国

中国

インド

中国

ネパール

酸性雨の被害
の著しい地域
に立地する大
規模工場への
脱硫設備整備、
その改築。

対象地域での
水不足と水質
汚染の改善。

天然ガスを燃
料とした火力
発電所の建設
プロジェクト。

Hai川の水質汚
染対策。

観光産業と環
境保全の両立
のためのシス
テム構築。

2000年

2001年

2002年

2001年

2000年

（代替案）各工場につき、移転、化学工
程の変更などを環境への影響、コストな
どの観点から検討。No-action込み。

（代替案）水の運送手段、ダムの候補地、
水の浄化処理施設のスペックなどについ
て検討。No - action込み。
（住民参加）プロジェクトのデザイン段
階からの参加あり。住民会議、公聴会、
ワークショップと複数。

（代替案）燃料、立地、また水力や原子
力も含めて検討。No - action込み。
（住民参加）アセスの実行と同時に説明
会。プロジェクトのデザインへ意見が反
映。新聞への広報。

（代替案）水の浄化手法、処理場の立地、
汚泥の再利用、パイプラインの経路につ
いて検討。No-action込み。
（住民参加）デザイン段階からの参加。
立地、WTP調査、規模、建設方法につ
いて住民意見を聴取。賛否アンケートな
ど。

（代替案）プロジェクト全体に必要なエ
ネルギーのリソースをどう確保するか。
火力か水力か。No-action込み。
（住民参加）さまざまな有識者、NGOの
メンバーを含めたディスカッション。ア
セスメントの実行途中での参加。

＊実施時期については、報告書が作成された年から１年前程度とした。
出所：筆者作成。
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5 1 1 1 Acid rain control and environmental improvement project

1

本プロジェクトは、発電所や工場といった排煙施設の多い地域において、酸性雨を抑制するた

めの広域的かつ総合的なプロジェクトである。本報告書は 2001年 7月に作成された。プロジェク

トコンポーネントとして、ボイラーの改善から工場の再配置や廃棄物の処理まで含んでいる。対

象地域の環境上のカテゴリーは「B」とされている。プロジェクト対象地域の面積は約 40,000 km2、

被影響住民数は約 1,700万人である。立地場所については図 5 － 1に示した。

2

近年、安慶（Anqing）、貴池（Guichi）、銅陵（Tongling）、蕪湖（Wuhu）、馬鞍山（Maanshan）

などの都市では急激な近代化が進んでいるが、二酸化硫黄など酸性雨の原因となる排煙を無害化

する処理施設の整備が間に合わず、揚子（江）－長江川（Yangtze（river））の流域では酸性雨の被

害が生じている。

酸性雨と大気汚染によってもたらされる農業などへの被害額は、1億～ 1億 4,900万米ドルとも

いわれており、この額は中国 GDPの 3％にも匹敵すると試算されている。

ADBと世銀がそれぞれ、酸性雨についての分析モデルを用いて調査したところ、揚子（江）－

長江川（Yangtze（river））は中国のなかでも最も酸性雨による被害が大きいとされた。

5 1

出所： ADB（2004）p. 4
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3

表 5 － 2で挙げた各工場について、1）まったく対策を講じない、2）公害対策のみを講じる、

3）公害対策と環境の改善を両立させる、といった観点から 5つの代替案が検討された。

ただし、まったく対策を講じないという代替案は、「地域の酸性雨による被害の惨状を放置する

ことになる」と指摘されており、現実的な案ではないというただし書きがされている。

また、それぞれの工場の建設や操業自体から発生する環境負荷を軽減するため、ミティゲーシ

ョンが策定されている。

5 2

Anhui Tonghu Copper Limited
company

Chizhou Nonferrous Metals
Group company

Wuhu Feiying wood chemicals
Limited company

Wuhu Hengxin copper refinery
group company

工場の再配置と、最新の工程を採用することにより、毎年 1,320トンの二
酸化硫黄の発生を抑制。また再配置により、COD削減により当該地域の飲
料水への影響を軽減した。

年間 1,952トンの二酸化硫黄を削減。

Wuhu shanjiang chemicals
company

ナトリウムの生成プロセスの改善と、小規模な 29のボイラーの除去、また
コージェネレーションの採用により、工程を効率化。毎年 4,533トンの二
酸化硫黄の削減を行う。

Wuhu Zhengxin Matrials Limited
company

コージェネレーションの採用と、イオン生成過程の改善により、毎年 2,545
トンの二酸化硫黄の削減を行う。

脱硫装置の設置、またその過程で生じた硫酸の製品としての販売などによ
り、年あたり 6,040トンの二酸化硫黄の発生を削減。

操業法の改善によって年間 14,890トンの二酸化硫黄の発生を削減。

出所： ADB（2001a）より筆者作成。

二酸化硫黄を排出する大型工場の操業会社および各工場の排ガス対策は以下のとおりである。

またこれらの対策に加えて、発電所にも同様の工程改善が促されている。
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5 3 1 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 9
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5 4 2 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 10
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5 5 3 ／ 5

出所： ADB（2001a）p. 11


